
県民広聴課

広聴・知事への提案担当
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番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B42
「どこでも知事室」開催事業費 総務費 県民費 広報広聴費 広聴活動費

 宣言項目   

分野施策   

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源

決定額 △877 △877 405

現計額 1,282 1,282

令和 3年度予算見積調書(2月補正予算)
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

事 業
期 間

根 拠
法 令

SDGsｺﾞｰﾙ

SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

　県民ニーズを的確に把握するため、知事と県民との直
接対話を重視した「どこでも知事室」を開催し、県民本
位の県政の推進を図る。

【補正の概要】
　（１）どこでも知事室　　　　
　　　　①どこでも知事室の開催が当初の見込みを
　　　　　下回ったため(当初9回→開催2回) △811千円
　　　　②事務費の効率的な執行による残   △ 66千円

（１）事業内容
　　　多様な県民の声を知事が直接対話を通じて聴取する「どこでも知事室」を開催する。
　　　ア　どこでも知事室　　405千円（当初　1,282千円）

（２）事業計画
　　　年４回程度とし、必要に応じて追加開催（最大９回）

（３）事業効果
　　　「どこでも知事室」を実施することで、県民本位の県政を推進することができる。

（４）補正予算の概要
　　　開催回数の減、経費の節減

（県10/10）

9,500千円×0.5人＝4,750千円

補正後の
予算額

― 県民生活部 B42 ―
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